
【
要
旨
】

我
が
国
に
お
け
る
西
洋
近
代
植
物
学
受
容
史
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
伊
藤
圭
介

の
『
泰
西
本
草
名
疏
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
所
謂
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
起
き
た
時
で
あ
っ

た
。
そ
の
出
版
許
可
を
得
る
た
め
に
著
者
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
「
稚 わ
か膽 い

八
郎
」
の

仮
名
を
用
い
た
。
こ
の
仮
名
の
「
稚
」
の
字
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
シ
イ
の
音
を
託
し
た

「
椎
」
に
一
画
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
著
者
自
身
の
家
族
に
宛
て
た
手

紙
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
「
膽
八
」
も
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
ホ
ル
ト
の
音
を
託

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
キ
イ
ワ
ー
ド
】

『
泰
西
本
草
名
疏
』
シ
ー
ボ
ル
ト
膽
八
樹

１

伊
藤
圭
介
（
1803

－

1901
）
著
『
泰
西
本
草
名
疏
』
（
全
三
冊
。
文
政
十
二
年
1829

刊
）
は
、

和
産
植
物
の
学
名
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
並
べ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
和
名
を
記
し
た
本
文
（
巻
上
・
下
）

と
、
附
録
の
リ
ン
ネ
（
C
a
rl
v
o
n
L
in
n
e）
の
二
十
四
綱
の
分
類
の
具
体
的
な
解
説
に
よ
っ
て
、

我
が
国
の
西
洋
植
物
学
受
容
史
に
お
け
る
記
念
す
べ
き
書
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
書
と
シ
ー
ボ
ル
ト
（
P
.
F
.
S
ieb
o
ld
）
と
の
関
係
は
極
め
て
深
い
。
こ
の
書
の
本
文
は
ツ

ン
ベ
ル
グ
（
C
.
P
.
T
h
u
n
b
erg
）
の
『
日
本
植
物
誌
』
（
F
lo
ra
J
a
p
o
n
ica
,
1784

）
を
参
考
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
植
物
の
同
定
に
関
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
意
見
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
に
圭
介
の
自
筆
草
稿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
紙
裏
に
伊

藤
篤
太
郎
氏
の
次
の
よ
う
な
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。

此
本
ハ
余
ガ
王
父
錦

�伊
藤
圭
介
先
生
ノ
著
書
泰
西
本
草
名
疏
ノ
原
稿
ニ
シ
テ
実
ニ
先
生
ノ

自
筆
ニ
係
ル
。
書
中
記
入
ノ
朱
書
ハ
先
生
ノ
親
友
賀
来
佐
一
郎
氏
ノ
筆
ナ
リ
。
佐
一
郎
氏
ハ

先
生
ト
共
ニ
小
石
川
植
物
図
説
ヲ
著
作
セ
ル
賀
来
飛
霞
氏
ノ
兄
ナ
リ
。
又
ペ
ン
ニ
テ
記
入
セ

ル
欧
字
ハ
有
名
ナ
ル
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
（
D
r,
P
h
.v
o
n
S
ieb
o
ld
）
ノ
自
筆
ナ
リ
ト
ス
。
実
ニ

本
邦
博
物
学
ノ
進
歩
ニ
関
ス
ル
貴
重
ノ
珍
宝
也
。

２

こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
（
文
政
十
一
年
1828）

に
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
発
覚

し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
に
対
す
る
取
り
調
べ
が
開
始
さ
れ
た
の
は
そ
の
年
の
十
一
月
十
日
で
あ

り
、
国
外
追
放
の
刑
が
出
さ
れ
た
の
は
翌
年
九
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
も
事
件
に
関

わ
っ
た
者
の
取
り
調
べ
は
続
き
、
日
本
人
約
五
十
人
の
刑
が
す
べ
て
確
定
し
た
の
は
天
保
元
年

（
1830）

三
月
の
こ
と
で
あ
る
（
呉
秀
三
「
所
謂
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」『
史
学
雑
誌
』
第
二
十
五
編
）。

国
禁
の
日
本
地
図
を
シ
ー
ボ
ル
ト
に
渡
し
た
幕
府
天
文
台
長
官
の
高
橋
作
衛
門
（
景
保
）
は
獄
中

死
し
た
が
、
「

存
命
な
ら

ば
死

罪
」
と
い
う

理
由
に
よ
り
、

塩
漬
け
さ
れ
て
い
た

死
体
が

磔
刑
に

処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
二
人
の
子
ど
も
も
遠
島
に
な
っ
た
。
高
橋
作
衛
門
の
下
で
蘭
書
翻
訳
の
仕
事

を
し
て
い
た
宇
田
川
玄
真
も
尋
問
を
受
け
た
。
大
槻
玄
幹
・
宇
田
川
榕
菴
も
弁
明
書
を
提
出
し
て

い
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
と
学
問
的
に
深
い
関
係
を
結
ん
で
い
た
榕
菴
が
他
の
外
国
人
に
宛
て
た
手
紙
の
控

え
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
破
棄
し
た
た
め
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
高
橋

輝
和
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と

宇
田
川

榕
菴
」
四
十

六
頁
）
。
ま
た
、
天
保

六
年
（
1835

）
に
刊
行
さ
れ

た
彼
の
著
『

蘭
学
重
宝
記
』
は
「
賀

寿
麻

呂
大
人
著

篤
麻

呂
校
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
篤

麻

呂
」
の
「
篤
」
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
ト
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
（
下
村
純
正
「
蘭
学
重
宝
記
の
不
可

思
議
」『
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
』
Ⅲ
、
一
九
九
〇
年
発
行
）。
さ
ら
に
、
シ
ー
ボ

ル
ト
が
国
外
追
放
に
な
っ
た
年
か
ら
十
五
年
も
経
っ
た
弘
化
二
年
（
1845）

以
降
に
書
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
『
宇
田
川
榕
自
叙
年
譜
』
に
お
い
て
も
、
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九
年
丙
戌
年
廿
九
（
中
略
）
三
月
加
比
丹
油
煩
斯
去
尓
列
尓
・
舶
醫

シ
ー樸
尓
多
・
書
記
斧
尓

業
尓
、
入
都
。
樸
尓
多
南
和
蘭
人
（
下
略
）

と
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
は
「
シ
ー樸
尓
多
」
ま
た
「
樸
尓
多
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
前
者
の
闕

字
の
横
に
小
さ
く
書
か
れ
た
シ
イ
の
字
は
後
筆
の
よ
う
に
も
見
え
る
）
。
こ
の
年
譜
の
下
書
に
あ

た
る
『
榕
菴
自
叙
年
譜
』
で
は
「
シ
ー
ホ尓
多
」
ま
た
「
尓
多
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
樸
」
字
も
省
か

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
禁
を
犯
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
を
出
す
こ
と
に
は
後
々
ま
で
憚
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年
十
一
月
に
東
京
科
学
博
物
館
開
館
一
周
年
を
記
念
し
た
特
別
陳
列
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
こ
に
『
泰
西
本
草
名
疏
』
の
完
稿
本
（
伊
藤
篤
太
郎
氏
所
蔵
）
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
展
覧
会

の
出
品
物
を
記
録
し
た
『
江
戸
時
代
の
科
学
』
（
博
文
館
刊
、
昭
和
九
年
一
月
）
に
そ
の
完
稿
本

の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
出
版
に
先
だ
ち
上
司
の
検
閲
を
受
く
る
為
に
出
版
後
に
と
る

べ
き
体
裁
と
全
く
等
し
い
体
裁
に
筆
書
せ
る
も
の
で
、
如
何
に
当
時
の
出
版
法
の
厳
重
な
り
し
か

を
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
外
国
か
ら
の
開
国
要
求
が
次
第
に
強
く

な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
国
内
情
勢
に
対
す
る
当
局
の
過
敏
す
ぎ
る
反

応
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
発
覚
直
後
に
お
い
て
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
わ
る
も
の

は
特
に
厳
重
な
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
件
そ
の
も
の
に
は
圭
介
は
関
与
し
て
お

ら
ず
、
し
た
が
っ
て
何
の
お
咎
め
も
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
わ
る
人

物
と
し
て
当
局
に
は
暗
に
注
意
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
圭
介
も
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の

名
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
的
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
確
信
す
る
本
書
が
出
版
不
許
可
に
な

る
こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
を
全
く
消
し

去
る
こ
と
は
学
術
書
で
あ
る
本
書
の
内
容
か
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
圭
介
は
幾
重
に
も

細
工
を
施
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
前
を
表
面
に
は
現
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

３

そ
の
一
つ
に
、
木
村
陽
二
郎
氏
（
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
来
日
二
百
年
記
念
出
版
『
泰
西
本
草
名
疏

全
三
冊
』
昭
和
五
十
一
年
五
月
井
上
書

店
刊
の

解
説
）
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
「

凡

例
」
に

一
、
編
中
挙
ル
所
ノ
西
名
ソ
ノ
鑒
定
ノ
人
ハ
林
娜
斯

リ
ン

ネ
ウ

ス、
春
別
爾
孤

チ
ユ
ン
ベ
ル

ク、
最
ト
モ
多
シ
。
其
他
稚
氏

引
用
ス
ル
モ
ノ
諸
家
鑒
定
ノ
名
亦
一
ナ
ラ
ズ
。
通
編
各
名
ノ
下
左
ニ
列
ス
ル
符
号
ヲ
標
ス
。

と
あ
っ
て
、
鑑
定
者
の
名
の
略
符
号
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

L
IN

N
加
録
律
斯

カ
ロ
リ
ュ

ス・
林
娜
斯

リ
ン

ネ
ウ

ス

T
H

加
録
児
百
篤
爾

カ
ロ

ル
ペ

ト
ル・

春
別
爾
孤

チ
ュ
ン
ベ
ル

ク

の
よ
う
に
示
さ
れ
て
、
本
文
で
は
、

A
C
H
Y
R
A
N
T
H
E
S
A
S
P
E
R
A
.
L
IN

N
ヰ
ノ
コ
ヅ
チ

A
C
E
R

D
IS
S
E
C
T
U
M
.
T
H

モ
ミ
ヂ

の
よ
う
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
略
符
号
一
覧
に
当
然
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
シ
ー
ボ
ル
ト

の
名
と
そ
の
略
符
号

S
IE

B
.は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。

A
R
A
L
T
A

E
D
U
L
IS
.
S
IE

B
.

ウ
ド

（
巻
上
・
三
オ
）

C
A
E
S
A
L
P
IN

A
IA

P
O
N
IC

A
.
S
IE

B
.

ジ
ヤ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
（
巻
上
・
六
ウ
）

E
V
O
N
IM

U
S
A
L
A
T
U
S
.
S
IE

B
.

ニ
シ
キ
ヾ

（
巻
上
・
八
オ
）

S
L
A
T
E
R
IA

IA
B
U
R
A
N
.
S
IE

B
.

ヤ
ブ
ラ
ン

（
巻
上
・
十
オ
）

S
O
IA

IA
P
O
N
IC

U
M
.
S
IE

B
.

シ
ロ
マ
メ

（
巻
上
・
十
三
ウ
）

E
V
O
N
IM

U
S
T
H
U
N
B
E
R
G
II.

S
IE

B
.

マ
ユ
ミ

（
巻
上
・
十
五
オ
）

C
O
R
Y
D
A
L
IS

IA
P
O
N
IC

A
.
S
IE

B
.

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
（
巻
上
・
十
六
オ
）

○
云
間
道
玉
簪

イ
マ

ギ
バ

ウ
シ

ハ
H
E
M
E
R
O
C
A
L
L
IS

U
N
D
U
L
A
T
A
.
S
IE

B
.

ナ
リ

（
巻
下
・
二
ウ
）

IL
L
IC

U
M

IA
P
O
N
IC

U
M
.
S
IE

B
.

シ
キ
ミ

（
巻
下
・
四
オ
）

C
IN

N
A
M
O
N
U
M

C
A
M
P
H
O
R
A
.
S
IE

B
.

ク
ス
ノ
キ

（
巻
下
・
五
ウ
）

C
IN

N
A
M
O
N
U
M

IA
P
O
N
IC

U
M
.
S
IE

B
.

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ

（
巻
下
・
五
ウ
）

S
A
S
S
A
F
R
A
S
T
H
U
N
B
E
R
G
IA

.
S
IE

B
.

ク
ロ
モ
ヂ

（
巻
下
・
七
オ
）

C
E
R
A
S
U
S
D
A
N
A
R
IU

M
.
S
IE

B
.

サ
ク
ラ

（
巻
下
・
十
五
オ
）

C
E
L
T
IS

M
U
K
U
.
S
IE

B
.

ム
ク
ノ
キ

（
巻
下
・
十
五
オ
）

R
IB

E
S
P
A
R
A
S
IL

IC
A
.
S
IE

B
.

ヤ
マ
ビ
シ
ヤ
ク
（
巻
下
・
十
七
オ
）

○
云
マ
ツ
カ
ゼ
サ
ウ
ハ

R
U
T
A

IA
P
O
N
IC

A
.
S
IE

B
.

ナ
リ

（
巻
下
・
十
八
オ
）

S
A
G
IT

T
A
R
IA

E
D
U
L
IS
.
S
IE

B
オ
モ
ダ
カ

（
巻
下
・
十
九
オ
）

○
云
麻
葉
繍
毬

コ
デ

マ
リ

ハ
S
P
IR

A
E
A

T
A
P
O
N
IC

A
.
S
IE

B
.

ナ
リ

（
巻
下
・
二
十
一
ウ
）

S
P
IR

A
E
A

T
H
U
N
B
E
R
G
II.

S
IE

B
.

ヤ
キ
ヤ
ナ
ギ
（
巻
下
・
二
十
二
オ
）

P
IN

U
S
V
E
R
T
T
C
IL

L
A
T
A
.
S
IE

B
カ
ウ
ヤ
マ
キ
（
巻
下
・
二
十
二
ウ
）

L
IT

S
A
E
A

T
H
U
N
B
E
R
G
II.

S
IE

B
.

ハ
マ
ビ
ハ

（
巻
下
・
二
十
三
ウ
）

○
云
…
（
中
略
）
又
云
敗
醤

ヲ
ミ
ナ
ヘ
シハ

P
A
T
R
IN

IA
R
U
P
E
S
T
IS
..
S
IE

B
.

ナ
リ

（
巻
下
・
二
十
五
オ
）

P
A
T
R
IN

IA
V
IL

L
O
S
A
.
S
IE

B
.

ヲ
ト
コ
ヘ
シ
（
巻
下
・
二
十
五
オ
）

H
Y
D
R
A
N
G
E
A

V
IE

N
S
.
S
IE

B
.

ガ
ク
ウ
ツ
ギ
（
巻
下
・
二
十
五
ウ
）

H
Y
D
R
A
N
D
E
A

T
H
U
N
B
E
R
G
II.

S
IE

B
ア
マ
チ
ヤ

（
巻
下
・
二
十
五
ウ
）

H
Y
D
R
A
N
D
E
A

H
IR

T
A
..
S
IE

B
ヤ
マ
ア
ヂ
サ
井
（
巻
下
・
二
十
六
オ
）

『泰西本草名疏』とシーボルト事件 201（20）



C
L
E
R
R
O
D
E
N
D
O
N
K
A
E
M
P
F
E
R
I.
S
IE
B
.
ヒ
ギ
リ

（
巻
下
・
二
十
七
ウ
）

「
○
云
…
」
と
始
ま
る
例
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
例
は
す
べ
て
、［

］
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
凡
例
」
に
「
［

］
ヲ
作
テ
一
説
ヲ
ソ
ノ
次
ニ
挙
ル
モ
ノ
ア
リ
此
下
漢
名

ヲ
略
ス
亦
稚
氏
ノ

説
ヨ
リ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
是
ソ
ノ
和
名
一
ニ
シ
テ
西
名
異
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
「
稚
氏
」
の

説
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
稚
氏
」
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
他
な
ら
な
い
。
右
に

煩
を
厭
わ
ず
そ
の
全
用
例
を
掲
げ
た
の
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
は
表
面
上
伏
さ
れ
て
い
る
が
、
実

質
的
に
は
本
書
全
編
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

そ
の
二
つ
め
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
凡
例
」
に
「
和
名
ノ
下
ノ
○
符
ヲ
載

ス
ル
モ
ノ
多
シ
是
本 ト

稚 ワ
カ膽 井

八
郎
ノ
説
ナ
リ
」
と
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
「
稚 わ
か膽 い

八
郎
」
の
仮
名
を

用
い
た
こ
と
で
あ
る
（
先
に
見
た
「
稚
氏
」
は
そ
の
略
称
で
あ
る
）
。
こ
の
「
凡
例
」
に
は
「
和

名
ノ
下
ノ
○
符
」
と
あ
る
が
、
先
に
列
挙
し
た
も
の
の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
○
云
」
と
書
き

始
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
例
は
他
に
も
、

○
云
林
檎
ハ
P
Y
R
U
S
M
A
L
U
S
.
L
IN
N
.
ナ
リ

○
云
E
E
N
G
O
E
D
M
A
A
G
M
ID
D
E
L
IN
P
L
A
A
T
S
V
A
N
G
E
N
T
T
A
N
A
.

○
云
カ
ノ
コ
サ
ウ
IS
W
E
L
N
O
G
B
E
T
E
R
A
L
S
D
E
E
U
R
O
P
A
E
S
C
H
E
V
A
L
E
R
I

A
N
A
I
H
E
D
Y
S
A
R
U
M
M
IC
R
O
P
H
Y
L
L
U
M
.
T
H
○
云
［
L
E
S
P
E
D
E
Z
A
.］

な
ど
多
く
あ
る
が
、
如
何
に
も
異
様
で
不
自
然
な
感
じ
を
与
え
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
の
草
稿
で

は
「
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
云
」
な
ど
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
先
の
書
き
換
え
を
単
純
に
適
用
し
て
し
ま
っ

た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
○
符
が
付
け
ら
れ
た
植
物
は
二
百
種
弱
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
○

符
だ
け
の
も
の
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ボ
ル
ト
が
学
名
と
和
名
の
対
応
を
認
定
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、

「
○
云
此
説
誤
ナ
リ
」
「
○
云
此
恐
誤
」
「
○
云
再
考
ス
ベ
シ
」
「
○
云
此
説
刪
ル
ベ
シ
」
「
○
云
詳

カ
ナ
ラ
ズ
」
な
ど
と
も
あ
り
、
如
何
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
意
見
を
圭
介
が
尊
重
し
て
い
る
か
が
分
か

る
。さ
て
、
「
稚
」
は
圭
介
自
身
が
後
に
種
明
か
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
（
後
述
）
、
「
椎
」
の
字
に

最
初
の
ノ
の
一
画
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
シ
イ
の
音
を
隠
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
現
在
ま
で
誰
か
ら
も
気
づ
か
れ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
膽
八
」
に
は
ホ
ル
ト
の
音
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

膽
八
樹
は
ホ
ル
ト
ガ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
木
で
あ
っ
た
。
平
賀
源
内
の
『
物
類
品
隲
』
（
宝
暦

十
三
年
1763刊

）
の
巻
之
四
・
木
部
に

△
膽
八
香
篤
褥
香
附
録
（
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
同
項
の
附
録
の
こ
と
。
引
用
者
注
）
ニ

出
タ
リ
。
和
俗
ポ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油
ト
名
ヅ
ク
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
ハ
蛮
国
ノ
名
ナ
リ
。
此
ノ
モ

ノ
其
ノ
国
ニ
出
ル
故
ニ
名
ヅ
ク
。
紅
毛
語
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ワ
レ
イ
ヒ
ト
云
。
ヲ
ヲ
リ
ヨ
ハ
油
ナ

リ
。
ヲ
レ
イ
ヒ
ハ
此
ノ
木
実
ノ
名
ナ
リ
。
此
物
効
用
綱
目
ニ
デ
タ
リ
。（
下
略
）

○
膽
八
樹

東
璧

曰
ク
。
膽
八
樹

生

�交
趾

南
番

諸
国

�。
樹
如

�稚
木

犀

�葉
鮮

紅
色
類

�霜

楓

�。其
実
圧
油
和

�諸香

��
�之辟

�悪気

�ト。
則
チ
此
ノ
仁
ヲ
取
テ
油
ニ
搾
リ
タ
ル
モ

ノ
ヲ

ヽ
リ
ヨ
ワ

レ
イ
ヨ
。
和

俗
ノ

所

�謂
ポ
ル
ト
ガ
ル
ノ

油
是
ナ
リ
。
○

紀
伊

産
方

言
ヅ

ク
ノ
木
ト
云
。
（
中
略
）

或
曰
ク
。
是

レ
橄

欖
又
ノ
一
種
ナ
リ
ト
。
此
ノ
説

甚
非
ナ
リ
。

橄
欖
ハ

絶
テ

別
ナ
リ
。
（
中
略
）

又
和

俗
続

随
子
ヲ

ポ
ル
ト
ガ
ル
ト
称
ス
ル
ハ

大
ナ
ル
誤

ナ
リ
。

と
あ
り
、
同
書
巻
之

五
に
膽
八
樹
の

絵
図
を
載

せ
る
（
後
掲

【
図

①
】

参
照
）
。
つ
ま
り
、
源
内

は
俗
に
「

ポ
ル
ト
ガ
ル
ノ

油
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
「

紅
毛

語
」
（

オ
ラ
ン

ダ
語
）
で
ヲ
ヲ

リ
ヨ
ワ

レ
イ
ヒ
（
o
lie
o
ilijf
す
な
わ
ち

オ
リ
ー

ブ
油
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
木
は
『
本

草
綱
目
』
に
見
え
る
「
膽
八
樹
」
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱

目
啓
蒙
』（

享
和
三
年
1803～

文
化
三
年
1806刊

）
に
も
引
き
継
が
れ
、

膽
八
香
ホ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油

波
爾
杜
瓦
爾

ホ
ル

ト
ガ

ルハ
蛮
国
ノ
名
ナ
リ
。
紅
毛
人
コ
ノ
地
ヨ
リ
采
来
ル
故
ニ
、
ホ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油

ト
云
。
コ
ノ
樹
、
本
邦
暖
地
ニ
多
シ
。
喬
木
ナ
リ
。（
下
略
）（
巻
三
十
・
木
一
・
香
木
類
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
『
厚
生
新
編
』
巻
一
（
文
化
八
年
1811秋

翻
訳
着
手
）
に
も
採
ら
れ
、

酒
或
は
水
に
て
煮
た
る
も
の
に
膽
八
樹
子
油

ほ
る
と
が
る
の
あ

ぶ
らを
加
へ
搗
き
交
ぜ
、
再
び
煮
て
軟
膏
と
な
し
、

産
婦
腹
腸
彎
痛

ふ
く
て
う
わ
ん
つ
う〈

按
に
産
に
臨
む
で
陣
痛

し
き
り
い
たむ
の
症
な
り
〉
を
な
す
に
臍 へ
その
下
に
貼 は

り
て
効
あ

り
。

（「
葱
」
の
項
の
性
味
効
能
）

と
見
え
る
。

こ
の
「
ホ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油
」
は
略
し
て
「
ほ
る
と
の
油
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
次
に
引
く
大

槻
磐

水
（

玄
沢
）
の
『

蘭
説

弁
惑
』
（

天
明
八
年
1788

序
）
に
い
う
「

持
渡
り
の

油
薬
」
す
な
わ

ち
「
ほ
る
と
の
油
」
は
「
ホ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油
」
に
他
な
ら
な
い
（
注
①
）。

俗
に
続
随
子

ぞ
く
す
い
しを
「
ほ
る
と
が
る
」
と
い
ひ
、
又
、
持
渡
り
の
油
薬
に
も
「
ほ
る
と
の
油
」
と

い
ふ
者
あ
り
。
願
く
は
其
正
説
を
聞
か
ん
。

答
曰
「
ほ
と
る
が
る
」
本 も
と和

蘭
の
地
よ
り
は
西
隅
に
あ
る
国
名
な
り
。
支
那
に
て
波
爾
杜
瓦

爾
と
音
訳
す
。
本
名
「
ぼ
る
ち
ゅ
が
る
」
な
り
。
昔
こ
の
国
の
船
多
く
わ
た
り
し
よ
し
、
其

頃
そ
の
国
の
辞
こ
の
方
に
伝
り
て
、
今
に
残
れ
る
も
の
「
か
つ
ぱ
「
す
つ
ぽ
ん
「
い
の
ん
ど

「
ま

ん
て
い
か
「

ひ
り

ゃ
う
づ
」
の
類
な
る
べ
し
。
此
「

ほ
る
と
の

油
」
も

其
国
の
名

産
に

て
、
且
其
国
人
の
初
め
て
持
渡
り
し
も
の
故
、
そ
の
国
の
名
を
直
に
称
し
た
る
者
と
見
ゆ
。

此
物
本 も
と「

お
れ
い
ぶ
ぼ
ふ
む
」
と
い
ふ
木
の
実
の
絞
り
取
り
た
る
油
な
り
。
和
蘭
地
方
に
て
、

専
ら
薬
用
に
使
ふ
油
皆
是
な
り
、
此
国
に
て
胡
麻
油
を
使
ふ
が
如
し
。
此
油
の
本
名
「
お
れ

う
む
」
、

又
木
の
名
を
「

お
れ
い

ふ
」
と
云

ふ
よ
り
し
て
、

総
て

油
の

事
を
「

お
れ
う

む
」
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或
は
「
お
れ
い
ふ
」
な
ど
総
名
に
な
り
た
る
な
り
。
我
邦
豆
州
に
て
は
葉
は

細 ほ
そ、
紀
州
に
て
は

「
づ
く
の
木
」
と
称
す
る
木
あ
り
。
此
「
お
れ
い
ぶ
ぼ
う
む
」
の
種
類
な
り
と
い
ふ
。
其
図

を
和
蘭
本
草
よ
り
出
し
て
爰
に
示
め
す
。

（「
ほ
る
と
が
る
」
の
項
）

「
ホ
ル
ト
ガ
ル
ノ
油
」
が
「
ほ
る
と
の
油
」
と
略
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
ホ
ル
ト
ガ
ル
（
膽
八

樹
）
も
ま
た
、
略
さ
れ
て
ホ
ル
ト
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
膽
八
」
は
ホ
ル

ト
と
読
め
る
も
の
で
あ
る
。

圭
介
は
シ
ー
ボ
ル
ト
と
い
う
名
前
を
「
椎
膽
八
」
と
宛
字
し
、「
椎
」
を
「
稚
」
に
改
め
、「
郎
」

の
字
を
加
え
て
日
本
人
風
の
名
に
見
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
蘭
説
弁
惑
』
の
問
い
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
『
物
類
品
隲
』
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、「
続 ぞ
く随 す
い子 し

」
も
ま
た
「
ほ
る
と
が
る
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
は
ホ
ル

ト
サ
ウ
の
名
で
出
て
く
る
。

続
随
子

通
名
ホ
ル
ト
サ
ウ
コ
ク
ド
サ
ウ
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヤ
ナ
ギ
種
樹
家
（
下
略
）

（
巻
十
三
・
草
六
・
毒
草
類
）

そ
し
て
、
『
泰
西
本
草
名
疏
』
に
も
、
上
巻
「
伊
呂
波
目
次
」
に
「
続
随
子

ホ
ル
ト
サ
ウ

」
と
見
え
、
本
文

巻
上
に
も

E
U
P
H
O
R
B
IA

L
A
T
H
Y
R
S
.
L
IN

N
.
ホ
ル
ト
ソ
ウ
続
随
子

○
云
再

考
ス
ベ
シ

と
見
え
、
附
録
下
の
「
二
十
四
綱
解
」
に
も
「
続
随
子

ホ
ル
ト
サ
ウ」
と
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
圭
介
は
シ
ー

ボ
ル
ト
の
仮
名
を
「
椎
続
随
郎
」
な
ど
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
引

用
に
「
○
云
再
考
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
「
続
随
子
」
を
ホ
ル
ト
ソ
ウ
に
同

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
圭
介
も
そ
れ
を
尊
重
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

４

出
版
許
可
を
出
す
役
人
で
前
節
に
見
た
圭
介
の
企
て
を
見
抜
け
る
者
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
圭
介
は
さ
ら
に
慎
重
を
期
し
、
「
稚
膽
八
郎
ハ
伊
豆
ノ
産
。
今
死
ス
ト
云
」
と
い
う
頭
注

を
付
け
て
い
る
。
重
山
文
庫
（
新
村
出
旧
蔵
本
）
に
本
書
の
自
筆
原
稿
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
原
稿
の
存
在
は
研
究
者
の
間
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
原
稿
で
は

そ
の
頭
注
は
「
稚
膽
八
／
郎
ハ
伊
豆
／
ノ
産
今
死
／
ス
ト
云
」
と
四
行
で
書
か
れ
、
そ
れ
が
×
で

消
さ
れ
、
再
び
そ
の
上
部
に
同
じ
文
が
三
行
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
注
を

付
す
こ
と
自
体
を
躊
躇
す
る
気
持
ち
が
圭
介
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
注
を
付
け
る
こ
と
で
師
シ
ー
ボ
ル
ト
と
本
書
と
の
関
係
を
確
実
に
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
を
圭
介

は
悩
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
杉
本
勲
氏
は
「
稚
膽
八
郎
」
を
「
伊
豆
ノ
産
」
と
し
た

の
は
、
伊
豆
に
流
さ
れ
た
「
鎮
西
八
郎
為
朝
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
」
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
（
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
『
伊
藤
圭
介
』
一
二
九
頁
）。

ま
た
、
重
山
文
庫
蔵
の
『
泰
西
本
草
名
疏
』
の
自
筆
原
稿
で
は
、
凡
例
に
「
和
名
ノ
下
ノ
シ
符

ヲ
載
ス
ル
モ
ノ
多
シ
是
本
ト

稚 ワ
カ膽 井

八
郎
ノ
説
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、
シ
の
字
が
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
が
、

国
立
国
会
図
書
館
の
伊
藤
文
庫
蔵
草
稿
本
（
シ
ー
ボ
ル
ト
書
き
入
れ
草
稿
本
と
言
わ
れ
る
も
の
）

で
は
、
実
際
に
各
草
木
の
和
名
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
○
の
み
で
あ
り
、
シ
の
字
は
な
い
。

こ
こ
に
も
草
稿
の
段
階
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
の
片
鱗
で
も
残
そ
う
と
す
る
気
持
ち
と
全
く
そ
れ
を

隠
そ
う
と
す
る
気
持
ち
と
が
錯
綜
し
て
い
た
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

本
書
の
刊
行
許
可
を
得
る
た
め
に
筆
者
伊
藤
圭
介
が
採
っ
た
手
段
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
無
事
刊
行
さ
れ
た
後
に
圭
介
は
以
下
の
よ
う
な
改
変
を
本
文
に
加
え
て
い
る
。
先
ず
最
初

の
修
正
本
で
は
「
稚 ワ
カ膽 井

八
郎
ノ
説
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
「
舶
西
醫
ノ
説
」
と
な
り
、
頭
注
が
省

か
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
稚
膽
八
郎
」
と
い
う
仮
名
が
消
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
本
の
刊
行
年
は
不
明

で
あ
る
が
、
更
に
文
久
三
年
（
1863）

の
第
二
後
修
本
で
は
「
舶
西
醫
ノ
説
」
が
「
西
醫
椎
氏
ノ

説
」
と
な
り
、
「
稚
」
の
字
も

最
初
の
一

画
が

省
れ
て
シ

イ
氏
と
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
注
②
）。
こ
の
改
変
を
指
示
す
る
圭
介
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
伊
藤
文
庫

蔵
）。
文
久
二
年
1862十

一
月
十
二
日
付
で
名
古
屋
の
留
守
宅
へ
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
③
）。

…
右
泰
西
本
草
名
疏
を
此
度
す
り
立
て
、
製
本
に
付
て
は
、
一
ケ
所
板
を
直
し
度
所
、
有
之

候
。

右
の
場
所
と
申
候
は
、
巻
上
の
凡
例
の
一
丁
め
う
ら
、
右
よ
り
三
行 ク
ダ
リめ
に
、

一
和
名
ノ
下
、
○
ノ
符
ヲ
載
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
是
本 も
と、
来
舶
西
医
ノ
説
ナ
リ

右
の
来
舶
西
医
の
四
字
を
、
西
医
椎
氏
の
四
字
に
ほ
り
か
へ
申
度
候
。
…
（
中
略
）
…

且
又
、
右
凡
例
の
中
に
稚
氏
と
申
所
六
ツ
七
ツ
有
之
候
。
右
を
椎
氏
に
直
し
申
度
候
。
是
は

右
板
を
遣
し
、
右
椎
氏
の
へ
ん
［
扁
］
之
禾 の
ぎの
ノ
を
け
づ
る
迄
也
。
木
へ
ん
に
致
し
申
候
事

也
。
…

こ
の
手
紙
が
出
さ
れ
た
前
年
の
文
久
元
年
十
一
月
に
、
国
外
追
放
の
刑
が
解
除
さ
れ
三
十
年
ぶ

り
に
再
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
と
圭
介
は
横
浜
で
再
会
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
様
子
が
そ
の
場
に

同
席
し
た
圭
介
の
門
人
で
あ
る
田
中
芳
男
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
（
注
④
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

シ
ー
ボ
ル
ト

ニ
会

面
致
候

処
、

大
悦
ノ

様
子

ニ
相
見

エ
候
、
通

詞
ヲ

以
テ

応
対
致
候
、
シ

（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
こ
と
）「

久
々
ニ
テ
御
目
ニ
掛
リ
甚
ダ
大
慶
致
候
、
再
会
ハ
迚
モ
不
相
叶
候
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ト
存
候
処
、
不
計
事
ニ
テ
候
、
御
壮
健
目
出
度
候
」、
イ
（
伊
藤
圭
介
の
こ
と
）「
御
同
意
ニ

存
候
、
此
度
江
戸
表
エ
罷
越
処
、
面
会
ノ
為
メ
此
表
エ
罷
越
候
、
先
年
長
崎
帰
帆
後
是
迄
如

何
致
サ
レ
候
哉
。
…

と
久
闊
を
叙
し
た
の
ち
、
圭
介
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に

�葉
や
金
石
の
鑑
定
を
請
い
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は

自
分
の
本
草
書
の
中
に
圭
介
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
を
別
の
蘭
人
に
紹
介
し
た
り
、
随
行
し
た
画

工
ウ
ィ
ル
グ
マ
ン
に
圭
介
の
像
を
描
か
し
た
り
し
て
い
る
（
【
図
②
】
は
清
水
洪
川
に
よ
る
そ
の

模
写
）。
師
シ
ー
ボ
ル
ト
に
仮
名
を
用
い
た
こ
と
は
、『
泰
西
本
草
名
疏
』
を
刊
行
す
る
こ
と
の
歴

史
的
意
義
を
確
信
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
敢
え
て
採
ら
れ
た
手
段
で
は
あ
っ
た
が
、
圭
介
に
は
不
本

意
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
再
会
は
そ
の
名
を
現
わ
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
①
引
用
は
『
物
類
品
隲
』
は
日
本
古
典
全
集
本
、
『
蘭
説
弁
惑
』
は
『
磐
水
存
響
』
、
『
本
草

綱
目
啓
蒙
』
は
平
凡
社
東
洋
文
庫
本
、
『
厚
生
新
編
』
は
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫

所
蔵
の
影
印
複
刻
本
（
恒
和
出
版
）
に
よ
っ
た
が
、
「
ほ
る
と
が
る
」
ま
た
「
ほ
る
と
の

油
」
な
ど
の
「
ほ
」
の
表
記
は
そ
れ
ら
の
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。

注
②
以
上
の
こ
と
は
国
会
図
書
館
電
子
展
示
室
「
描
か
れ
た
動
物
・
植
物
江
戸
時
代
の
博
物

誌
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
が
写
真
で
示
さ
れ
て
い
る
。

注
③
磯
野
直
秀
「
『
泰
西
本
草
名
疏
』
の
初
版
本
と
後
修
本
」
（
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
第
二

五
〇
号
、
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
発
行
、
一
九
九
五
年
四
月
）

注
④

吉
川
芳
秋
『
医
学
・
洋
学
・
本
草
学
者
の
研
究
』
八
坂
書
房
刊
の
「
Ⅱ
本
草
家
・
洋
学
者

伝
」
の
「
伊
藤
圭
介
」
の
項
。
ま
た
、
こ
の
時
に
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
圭
介
に
出
さ
れ
た
書

翰
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
重
山
文
庫
所
蔵
伊
藤
圭
介
宛
シ
ー
ボ
ル
ト
書
翰
に

つ
い
て
」（
同
志
社
女
子
大
学
『
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

26巻
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

で
も
触
れ
た
。

（
2011.

5.
31）
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【図①】膽八樹の図（平賀源内著『物類品隲』より）【図②】伊藤圭介像（杉本勲著『伊藤圭介』より）




